
清須越・名古屋城築城前
の名古屋台地・那古野村







金城温古録より 那古屋古図 二通

第一図･･名古屋村庄屋より御普請奉行に
書き出し候写之由

第二図･･慶長以前那古野村の図、寛永10

年（1634年）、当村庄屋より出す
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慶応元年（1865年）名古屋城下図
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武平町通から
北を臨む

左手にジャズインラブリー
正面は桜通



久屋大通を背に
飯田街道を臨む



富士神社
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大須通



（今、末廣町エ）
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北図のポイント

• （江戸時代の）中小路の位置

• 天王社は移動していない

• 天王社の真東（愛知県体育館付近）に荒神
山？ 二の丸は、自然の地形を生かした？

• 若宮八幡は「（江戸時代の）山澄近所」



中小路
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江戸時代の「中小路」周辺
＊正面が愛知県庁



今、山澄近所

今、志水屋敷

今、中小路



名古屋城下図（1865年）



尾張徳川家の重臣

• 成瀬氏･･付家老35000石。家康の岡崎時代からの重臣。

• 竹腰氏･･付家老30000石。義直の生母：お亀の方の最初の
嫁ぎ先であり、竹腰正信は、義直の義兄。

• 志水氏･･10000石。義直の生母：お亀の方の父：志水宗清
は、京都：石清水八幡の分家

• 山澄氏･･5000石。北畠氏の支流：川方氏の末裔
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県警本部を南西（中小路）から



名城病院を
南東（中小路）から



金城温古録より



御城取大体之図から読み取られること
・築城前の台地の北端 （但し、ブラタモリでの解説と少し異なる部分も）

・織田信長が20年過ごした那古野城（点線部分）は、意外と広範囲だっ
た？

・東区市政資料館周辺が山だった？

・久屋公園から丸の内３丁目にわたって広範囲に山が連なっていた？

・お城の北東角（現在、県職員住宅）も、「荒神」と呼ばれていた？

・西側の南北道は、稲生に向かって真北方向に設けられていた？

・東側の南北道は、小田井に向かって西に曲がっていた？

・上記の２本の南北道は、少し北で交差していた？

・推測・・中小路が美濃街道の前身につながっていた？





築城前の
台地の北端

＜参考＞金城温古録
NHK「ブラタモリ」
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荒神？



金城温古録による
那古野城（柳丸）推定地

那古野城跡碑





地下鉄「市役所」駅7番出口から
西を臨む

愛知県体育館
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名古屋・那古野の歴史的初見

旧広橋家本「江家次第」裏書（東洋文庫蔵）

「建春門院法花堂領尾張国那古野庄領家職相伝系図」



名古屋市博物館企画展「熱田と名古屋」によると･･

最初、白河院の近臣：葉室顕隆（はむろあきたか）

の孫：東大寺別当：顕恵が荘園開発。
その後、後白河上皇の女御：健春門院に寄進。
その後、鎌倉後期、美濃源氏：足助氏に。

さらに今川氏に



葉室顕隆
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2012年NHK大河ドラマ「平清盛」相関図


